
令和３年度 園評価 

こども園における教育及び保育は発達の連続性を考慮した教育及び保育であること 

   

 評価段階（A:大変良い B:まあまあ良い C:あまりよくない D：全く良くない） 

Ⅰ 経営の重点に関わること 

大項目 評価指標 評価 取り組み状況 

重点目標： 

主体的に行

動できる子 

 

生活や遊びの中でワクワクした気持

ちを持つ 

B ・子どもの姿を捉え、発達に合った環境を

作る 

・子どもの気づきに共感する 

・年齢に合わせた声掛けや、自ら遊ぶ環境

を用意することができた。 

主体的に活動する B ・安心して自己を発揮できるよう、子ども

の気持ちに寄り添う。 

・子どもの気持ちに沿った働きかけを心掛

け、やってみたいことに取り組めるように

することができた。 

健康でたくましい体力づくりをする B ・子どもが挑戦しようとするとき、可能な

限り見守る。 

・遊びの中で、自然に体力づくりができる

ようにする。 

・失敗したときは側にいて寄り添う。 

・様々な運動遊びに取り組んだ。 

Ⅱ 施設の機能に関わること 

大項目 中項目 評価指標 評価 取り組み状況 

安全管理・ 

指導 

事故防止・

防災 

避難訓練や防災訓練を

通して、非常時におけ

る意識や安全な行動を

身につけるようにして

いる 

B ・安全に避難するにはどうしたら良いか、

考えながら行動できるようにする。 

・訓練のマンネリ化、訓練後に気づいたり

感じたことを振り替えることができていな

かった。 

保健管理指

導 

健康教育の

充実 

組織体制の

充実 

研修体制の

充実 

教育・保育

環境の充実 

基本的な生活習慣や挨

拶を身につけ、心身共

に健康な生活をしてい

る 

A ・積極的に挨拶等声掛け、生活習慣が定着

するように配慮していく。 

・繰り返し挨拶や声掛けをしていくことで

できるようになっていった。 

 

組織運営 組織体制の 全職員が組織の一員と D ・自分の役割・係など積極的に行ったり、



充実 して役割を自覚し、責

任をもって取り組んで

いる 

職員同士声を掛け合い全体で行うようにす

る。 

研修 研修体制の

充実 

園内研修で学び合いな

がら、保育の質や専門

性の向上に努めている 

C ・職員の意識向上につながるような内容の

研修を行う。 

・職員同士、意見を発現したり、知識や情

報を共有したりしていく。 

教育・保育 

環境整備 

教育・保育

環境の充実 

季節を感じたり、発達

に応じた遊びができた

りする環境や、子ども

が主体的に活動できる

環境が用意されている 

A ・身近な自然物で季節を取り入れる。 

・運動遊びができるよう環境を整えたり、

遊びを子ども自ら進めたりすることができ

るようにする。 

・子どもの興味発達に合わせた環境作りを

するように心がけた。 

家庭との連

携・協力 

家庭教育へ

の支援機能

の充実 

お便りや掲示などで子

どもの様子を伝え、子

どもの成長の喜びを共

有できる 

B ・保護者に伝わりやすいような掲示、お便

り配信をしていく。 

・動画配信は少なかったが、クラスだより

に写真を取り入れたり、送迎時に様子を伝

えるような機会を増やすことができた。 

地域との連

携 

 地域の様々な人やもの

との交流を通し、園だ

けではできない体験が

できる機会を持ってい

る 

 

C ・地域の方に心地よい挨拶をする 

・コロナ禍の為、地域との交流があまりで

きなかった。 

 

 

 

園から成果と課題 

成果 ・子ども達が主体的に遊びを楽しむためにどうしたら良いか、職員全員で話し合いを

重ね、園庭の環境を整えた。園庭遊具２基、築山を設定し、子ども達の遊びも広がり、

今まで以上に異年齢で遊ぶ姿も見られるようになった。 

・積極的に挨拶をし、子ども達も日常の挨拶や、来客にも挨拶できる子が増えた。 

 

課題 

 

・コロナ禍で、今年度も地域との交流がほとんど行えなかった。来年度もコロナの状

況によって変更を余儀なくされることもあるが、子ども達が楽しみながら取り組むこ

とができるよう工夫しながらできるようにしていく。 

・研修も思うように進まなかったが、計画に沿って全員で質の向上を目指していく。 

 


